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本論文は，主鎖に非局在化した 0電子によって特徴づ.けられる有機ポリシランのキャリア輸送特性を明

らかにし，光・電子デバイスへの応用展開を目的として行った研究をまとめたもので，緒言，本論 6 章お

よび総括からなっている。

緒言では，最近の有機ポリシランに関する研究の動向について概観し，本研究の目的を明らかにしてい

るo

第一章では，大気下光電子分光の新手法を用い，有機ポリシランを光・電子材料として活用するための

基本物性値であるイオン化電位の測定を行い，側鎖置換基ならびにサーモクロミック挙動lとともなうイオ

ン化電位変化を検討している。

第二章では，各種置換有機ポリシランのドリフト移動度の測定を行い，有機ポリシランにおけるキャリ

ア輸送がS i主鎖の σ結合を通して行われることを示し，そのドリフト移動度がGi 11の経験式に従い， S i 

主鎖の σ共役長に依存する乙とを見い出し，その伝導機構が σ共役単位聞のホッピング伝導であるとの結

論を得ているo

第三章では， トラップを形成する一連のヒドラゾン誘導体を添加した有機ポリシランにおけるキャリア

輸送特性を詳細に検討し，そのキャリア輸送特性の表現式となる Gi 11 の経験式における各パラメーター

の物理的意味を考察しているo

第四章では，有機ポリシランに同じイオン化電位を有する低分子キャリア輸送剤を添加する乙とによっ

てその移動度が向上することを見い出し 高移動度を有する新しい複合材料の開発に成功している。

第五章では，高移動度有機ポリシランの光・電子機能材料としての応用展開をはかり，各種有機顔料と
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の組み合わせによる電子写真有機積層感光体を検討し，適切な有機顔料との組み合わせにおいて実用可能

な感度を有する感光体を構築している。さらに有機ポリシランへのキャリア注入において，従来の低分子

化合物分散キャリア輸送材料に見られない異常現象が存在することを指摘し，この有機ポリシランの実用

上の問題点に対する解決法として，有機低分子化合物の添加が有効であることを示している。

第六章では，有機ポリシランの化学的性質である UV光分解性に着目し 従来にない全く新しい原理に

よる多数枚電子写真複写フ。ロセスを考案し，その動作原理を実証するとともに実際に印写試験によって実

用可能な印写プロセスとなり得ることを示している。

総括では，本研究で得られた知見を要約している。

論文の審査結果の要旨

近年，新しい光・電子機能材料として有樹オ料に対する期待が大きいが，従来の炭素系直鎖高分子と異

なり Si 原子を主鎖とする有機ポリシランは，新しい機能性有機材料としで注目を集めている。このよう

な背景のもとで，本論文は，主鎖l乙非局在化した d電子によって特徴づけられる有機ポリシランのキャリ

ア輸送特性を明らかにし，光・電子デバイスへの応用展開を目的として行った研究をまとめたもので，そ

の成果を要約すると次の通りである。

(1)有機ポリシランの基本物性値であるイオン化電位の測定に大気下光電子分光の新手法を用い，側鎖置

換基ならびにサーモクロミック挙動にともなうイオン化電位変化を明らかにし 直鎖アルキル置換有機

ポリシランにおいてイオン化電位がコンホメーション変化lとともない 5.7 eVから 5.9 eV の範囲で変

化することを見い出している。

(2) 各種置換有機ポリシランのドリフト移動度の測定を行い，有機ポリシランにおけるキャリア輸送が

Si 主鎖の d結合を通して行われることを示すとともに，そのドリフト移動度がホッピング伝導に適用

される Gi 11 の経験式に従い. (f共役長に依存することから，その伝導機構が Si 主鎖の 6共役単位間

のホッピング伝導であるとの結論を得ている。

(3) トラップを形成する一連のヒドラゾン誘導体を添加した有機ポリシランにおけるキャリア輸送特性を

検討し，有機ポリシランのキャリア輸送特性の表現式となる Gill の経験式における各パラメーターの

物理的意味を明らかにしている。

(4) 有機ポリシランに同じイオン化電位を有する低分子キャリア輸送剤を添加する乙とによってその移動

度が向上する乙とを見い出し. 1 0 -3 dt/ V • s e c I乙達する高移動度を示す新しい複合材料の開発に

成功している。

(5) 高移動度有機ポリシランの光・電子機能材料としての応用展開をはかり，適切な有機顔料との組み合

せにおいて実用可能な感度を有する電子写真有機積層感光体が構築できる乙とを示している。さらに有

機顔料から有機ポリシランへのキャリア注入において，従来の低分子化合物分散キャリア輸送材料に見

られない異常現象が存在することを指摘するとともに，この有機ポリシランの実用上の問題点に対する
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解決法として有機低分子化合物の添加が有効であることを示している。

(6) 有機ポリシランの化学的性質である uv光分解性に着目して，従来にない全く新しい原理による多数

枚電子写真複写プロセスを考案し その動作原理を実証するとともに実際に印写試験によって実用可能

な印写プロセスとなり得ることを示している。

以上のように，本論文は新規な光・電子有機材料として有望な有機ポリシランにおけるキャリア輸送特

性を明らかにするとともに その応用展開をはかり 新規な有機感光体の構築と新しい印写プロセスの開

発に成功したもので，国体物性化学ならびに有機材料化学の発展に寄与するとともにその工業的発展に貢

献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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